
 

第 37 回全日本大学駅伝対校選手権大会が 11 月 6 日、愛知県熱田神宮～三重県伊勢神宮の８区間 106．8 ㌔で行わ

れる。開幕の出雲駅伝では優勝した東海大をはじめ、駒大包囲網の勢いが大爆発した。駒大は大黒柱の佐藤慎悟（政

４）が本来の実力を発揮できず４位に後退。しかし目標の３位以内を達成できなかったものの、名将・大八木弘明監督は

今シーズンへの手応えを感じていた。アンカーまで常にトップ争いを演じるという、価値あるレースだったからだ。主将・

齊藤弘幸（経４）の復活、村上和春（経４）のエース区間での快走など多くの収穫を得た。そして迎える学生駅伝第２弾・

全日本大学駅伝。昨年は１区から首位を譲らない完全優勝の偉業を成し遂げた。出雲４位のリベンジ、箱根５連覇への

ステップとして大事な一戦になることは間違いない。距離が伸びるほど強さを発揮する王者・駒大。秋の伊勢路で常勝

軍団の名にふさわしい最高のパフォーマンスを披露してくれるだろう。 

☆レースの模様はテレビ朝日系列で８:00～13：40 放映予定 

 

 

 

 

05.11.1 駒大スポーツ陸上班発行

前回の全日本大学駅伝 トップを悠々とひた走り６区で区間賞を獲得した村上＝三重県津市で

 


